
4 大正十五年一月十四日の日食に就いて　（山本）

めにも非常に必要なこεである。

　2．皆翫日食：の始めこ終りεに見える閃光（Flasli）のスペクトル齪測。一一

之れは太陽表面を掩ふ彩球（Chronユosphere）や紅焙（Prominence）の構造を知

るナこめに：重要である0

　3．皆翫日食の最中に見えるコロナ（Corona）の観測。一一此の」ロナを大

型小型の爲眞に撮影して詳細な櫃造を知り，1コvナの全艦の光輝や其の分布を

測定し，叉，コロナの光りをスペクトルに分折して其の化學構造を知る。コロ

ナの中には日光を三時する宇宙塵ε自ら平等する一種のガス艦εがあるこεは

知れてみるが，其の宇宙塵やガスの正髄は今筒ほ完全には解ってみない。

　4．日食中の地球上の攣動の研究Q一一日食の始めから終りまでの氣温や氣

歴の憂化，地磁氣の憂動，無線電波の異常な現象等が齪測される。叉，皆既食：

の直ぐ前ε後εに陰影帯（Shadow：Band）ご呼ば才しる一種の二様が地面上に現

はれ，之れが復難に動経するこεであるσ之れは，多分，日食の時の地球の塞

氣の攣動によるものらしいが，此種の観測は比較的近頃から一般に注意され姶

めたものである。

　皆既日食は地球上の小部分からのみ擬測される。一一所謂皆i懸泉に當る地方

だけである。しかし部分食は可なり勢い面績にわたって見える。例へば，前述

の如く，今度の日食も，北海道や樺太を除く日本全開からは部分食εして見ら

れる。部分食には，コロナの肚観や紅焔の形は観られないが，食の始め終りの

時刻は立派に観測が出來る。だから誰でも精確な時計を持ってるる人々には此
　　　　　　　　　　　　　　　や
の種の観測をす・め九い。うまく行れば學界へ多大の貢献εなるものである。

　日食も月蝕も可なり二二現象であるが，殊に皆既日食は，地球上の一二の土

地に住んでみる人々には藪百年間待ってるても見られないこεが多い。現に日

本の内地では2035年頃始めて本州中部あたりで見る日食があるまで潤うした機

會は全く無い。ひろく日本全禮εして見ても1936年六月十九日に樺太で見え

る皆翫食ミ，1943年二月四日に北海道で見える皆既日食ざが最近の未習であ

る。だから研究者も物好きも族行して，一生に一度は見るべきである。

　1926年七月十日には太李洋上で金環食があるが，其の日にも日本では部分

食が見える。

はがき便り

　拝啓

「天界」の健全な生長た心から御喜び申し

ます。その間隔校で二吋素論鏡で月，木

星，金星，ナ刀ナン星雲，アンドロメダ星

雲・等な見ました。特に木星の衛星が四つ

整然亡殆んご一直線潜なしてみるの為見

ずこ時…，N．　liSl　一“感歎詞ゐρ爽ぜす畦こlt居られま

ぜんでしナこ。此の頃は晴れ四つ象冬の夜

た利用して毎夜星ビ仲良しです。そして

星に何にも感じない者に人生の幸蔵なも

の；5e一つ見出ぜぬ憐れな者だ亡命へて居

ます。　　　　　　　　　　　　早々

十二月九日　　　　　埼玉の一會員
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甲府二来三，甲斐落合一来四，青梅○米九，

宇都宮一米六，足尾二米○，高田二来四，全

州二米四，京城二米四，1平壌二来五，．申江声

量米一，漢ロニ二五の十九ケ所であろ。

　望蓮鏡が大になればなろ内空氣が穏かでな

いミ像が結ばれなくて使用する；亡が出來な

くなって來る，口径百糎以上のものでに一ヶ

年中完全に使用するこSの出來るの［t實に僅

少なもので・小野遠鏡で［tその感じが少いの

である。風のこぜたいつナこから序に暴風日数

た附け畑へやう。岡山の三十二日より少いS

ころに花蓮港豪申，熊本，佐世保，贋島，

呉・松山，高知，小名濱，金山，入木，彦根

甲斐落合，宇都宮，足尾，宮津・襟裳，全州

宮城，亭屡，天津，漢口の二十ニケ所であっ

て、一ク年間孚以上暴風（一秒時間十来以上）

｛こ見舞にれる定ころは戦渦二二五日，石垣島

ニー五日，：畏崎一一・八七日，油阪島二四六日，

室戸二五八日1汐岬一九三日，長津笛二九二

日，入隅島二七五日，布良一九八日，銚子ニ

ニ九日，傍吹山三五三日，筑波山二七入日，

函館二七一日，壽都三二九日，羽幌二王六日

根室二三六日，紗那二七三日，大泊一九三日

半斗二〇九日，眞岡二三五口，亜港一九一一日

木浦一九〇日，雄基二四七日，大連二四六日

芝果ニー三日，上海二四一日で，標高大なろ

定ころや，海岸に風力が大である0

4・i罷工。襯測〔こに回り大目係にないが・氣

温のヒころ［t；水蒸氣が少く，高温のビころ（1

水蒸氣が多い。最高，最低温度の較差に少い

方が望蓮鏡に及ぼす影響が少くてよい。最小

膨出島の五度一から・最大中江鎭の十三度九

に至る迄の間に岡山lSlあろ。

5・水蒸氣の張力。これに氣厘翼門葉亡に關
係㌔ずるもので，　岡山の一一〇・九に敷香の五・（）

から，膨湖の一七・二の略ぼ中間である0

6・灘度。空氣ば乾燥して居ろ方が光線を屈

折すろこeが少い。爾山の七六に野し奉天
の六一から，襟裳の入管迄で，岡山前後の土

地が多い0

7・雲量。雲量が少い程よいのに無論のこ
ミで，岡山の五・九よい少い亡ころii恒春，

蔓申，’熊本，釜山，大郎，仁川・京城・墨壌

江陵，元山，城津，雄基，中江鎭，龍岩髭，

大蓮，族順，螢ロ，奉天）．長春，天津，濟南

、芝果，青島で主に朝鮮，満洲方面である◎内

地でに熊本五・六に一歩な護うのみである0

8．　日照暗。これに多告程がよいので，大正

十二年は，岡山ば雨が多くてqs年に較べるS
百分野こ・、六も．日照時か少い年であっナこ。岡

山より日照時の多い亡ころに恒春王五，壷南

六三・膨尊親五六，壷申六三，前橋五四，大郎

五四，木浦五三，全州五七，，仁川五五，京城

五四，亭壌六〇，江陵五三，元山五五，城津

五四，中江鎭五三・．龍岩浦五九，大蓮六〇，

順六四，ca　P六六，奉天五八，長春六一，天

津六二，濟南六四，芝果五八，．青島六〇で内

地でに前橋に劣るのみである。

9・降水量。灘度，雲量日照時期から降水量

の如何に察ぜられる。内地で岡山の亭喜雨
：量一一一四粍より少い虐ころに岡山縣味野一

〇四六粍，長野一〇〇四粍・札幌一〇一一二粍

帯廣九七三粍，網走入〇五粍，根室九六三粍

紗那潮入五粍で，樺太の大泊，翼岡，落合，

敷香，朝鮮の釜山，木浦・仁川・京誠・城津

雄基，中江鎭，龍夕立，溺洲の大蓮，族順，

螢ロ，奉天，長春，支那の天津，芝果，青島

があるが，北海道は濃霧が多くて，観測する

こ定が出來ない日が多い。其の黙に到るミ我

が岡pLl　ii霧に通しめられるこビは一ク’年iこ十

圖を越ゆるこ定に少く・實に理想的である0

10・概評。百三十四ケ所の測候所々：在地准比

較すろSき・に，i裏濁に赤道近くにあるのが強

昧で，雲：量少く日照時多きlt朝鮮・滞洲が秀で

降水量少き1工北海這，樺太，満鮮であろが濫

霧屡々起る鋏黙がある。駆れ葎要する我が岡

山が内地に於て，氣尊上の好位置にあるこt

に首肯されるであらう建考へられろのである

七，結　　　論
　我が岡山に爾京天文璽，水澤緯度観測所・

瀞戸太陽硯究県門の既設の天丈蔓に封して，

西方に位置し且つ南方に位し・氣象朕態に

於て優秀の黙な多く具備して居ろ上に，多く

の會員た有し天文同好會本部から憐汽車
行程僅々六時間程にあるから・同好會第一號

天丈豪所在地服して推す次第である。會員多

数の御賛同な得て，明年十月二十入日の火星

の接近迄に實現されるこ亡為希望して止まな

いのであろ。　　（一九二五コ入月二六日）

　　　　黄道光を見ちれよ

　毎年一月二月三の頃ば日浸後の西天に黄溢

光が最：遍好く見える1聴である。星圖な用み

て，其の高さ，幅及び明ろさ盛観られよ。
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問 答 欄

　　　　質問ミ解答定な募る注　意
　　　　原稿it総て二十字詰に願ひます（編輯部）

質問の部
（26）　　地球の蓮動【：七種ありS，

外何々なりゃ（SK：）

（27）　本暦に東亭遍いふ測候所あ1），瀬戸内

海附近三の地名に混ぜりf可慮なりや（SK＝）

（28）　・各國著名都邑の氣候事情（温度，二度

雨量）知り度し邦文書にて滴當のものな（英
丈に＝一（も可）（SK）

（29）　地球三韓Q謹芝して書夜の別［！1天動説

Eしても観明可能に思ばる落禮の束偏Fou－
cault　pendulum　experimentの如き此の外の浮
言di　［t何々　りf9　」Po　（SK）

　　　　　「し街其の外に星の光が強くなつ7：リ弱くなつ

紅鱒刎馴するのi！一之i”Llt空氣脈全く燃樋

翼1’論黙山山二二最
掘る編欝1紬大、繍つ。正
確な結果為得てみる』tL？の鳶口青島高師二男

の鍛學硯究會の登行の算術教科書で知りまし

71が，忠敬が，こんな方法で・こんな値彪出

し71のか御開へ下さいq又，其結果な獲表し
ずこ書名も御知らゼ下されば，深く感謝致しま

す。（小野）

解答の部
（17）小遊星に大正十三年六月三十日までに
正式登録の詰んだものが1024個あります。其

後もごしごし新しいものが獲見され『て居りま

すが、小遊星に軍に其の光りな見禺されずこS
vふだけでなしに丸山の二道：要素（Orb三tal

eユements）が算出されるまでi［、確かに止し

いものであるか否かが判明しませんから、登

録や命名ば可なり後れろこSが度々ありま
す。小遊星の総目錬ltドイソの弓丈計算局
（Astronomisches　Reeheninstitut，　Berlin－Dahlem）

’星や木星ぐらみのものでもチラつきますo

l貯）彗星囎騨程麟蜘、鯉

・1三聯奏灘漁1無妻突撃

　角ミ醤敷計算の知識だけで充分です。（山本）

つて了う微粒子が混じてみる革めですQ目に
見えないやうな細かい塵埃なごもあります。
叉近頃の物理學者の言ふ所によれば、上士に
（t凝固し7こ窒素の微粒なごがあろど言ひます

から、此等が皆星の光りたチラつかぜる原因

t考へなければなりまぜん。
　金星や水星なごに覗直径が大きい7こめに、
全野の光りが微粒子に遮られないので、明滅
が一般1こぼ認められまぜん。しかし地平線に

近い時に、観測中な憩過する道程が長いすこめ
［1多数の微粒子に遮げられ勝ちですから、金

から．、KI，、。，　Pla。，、，n・。糊號，して四、　i星・翫纏麺蹴縮七一テ…

五年目毎に言行されます。債ば一、二圓ぐら
ゐです。丸善が取次ぎます。近い内に『天界』

にも蝿の穂表秘獲表し7；いS思って居りま
す。（山本）

（20）星の光りがチラチラする。！）　11　s廣い意

味に於て地球の空氣のiこめです。故に、水上
から水底の石ころ為見れば、水に動揺がある
毎に石ころが動tt・て見えるの～三同じ現象があ

ってs星がゆらぐのに當然のこビです。しか

（22）　English　Mechanics　定云ふ禁髭誌に殆ざ

牛世紀も前から英國ロンドンで急行されてる

るもので、本名なENGLISH　MECHANICS
＆THE　WORLD　OF　SCIENCEビ稻しs毎
週の金哩日に出ます〇四つ切りの大きさで通

常十六頁ぐらゐですQ内容（i勿論英丈で、一

般の理學［：關すうものp工學に關するもので

すが、顯徴鏡や蓄音機や無線電信電話なごの

7；めに時々特別な記事が載ります．亡ころが

表題に似合にず、此の雑誌ば特に天丈記事が

豊富でありまして、毎月あ始めにば一ペーツ

或に回れ以上の天象訟訴欄があり、ヌ：・通信

欄にに常に實際槻測家の寄稿が載ります。時

々に蓮翻して或ろ重要な問題に齢すろ紙上論

戦が花潜喫かす｝もありますσ月の火山、火

アインシタインの相確論N反射望蓮鏡の吟味
なごが近頃議論されまし7こ。又、本欄にに最

近に通俗天丈講話が載ってゐますし、其の他

近信の欄にば幽界の動静がよく出ます。一一

天落掌問維誌でにおりまぜんが、しかし專門

家も手離ぜない雑誌でず。．獲行PJ7fit　‘ENG－

LISH　MECHAN工CS，，，2，　Br¢ams　Buiユd三ng，

E．C．4，　LONDON．｛費艮一年分（外國）17志

（シリング）です。（山本）
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天　文　同　好　會　々　報

O同好會立の天文蔓計叢近頃の同　のスプレンダ弔チヴ‘ヘプンからトレースし
好詳密才二ちの意向から見るSs例の三十ニセ　六大きな月の圖は凱衆の眼な漂いれ。紅のプ
ンチ反射鏡が各地で引つ張蝋【二つ一⊂、い・・ネンス観て賦陽の偉大さ1・・思ひ・　5（

よいよ土地撰定1：　li可なり面倒が起りそう　ば黒貼の生冥々尋ぬる人・火星の蓮河に興味

だ。此れε言ふのも要するに各地こ熱ひ家が　なひきて質問する人sあちらこちらにナこ、す

多いOP　t、今一．iつほ我が日本の地形が二酉に　みて會員に尋ぬる人の多かつカ；S眞に成功

長いからで、將來のこεな思ふピこうしても　亡云ふべきであっ710唯十五日の天候が暴風

會立の天燐が一ケ脚ニケ所でitい駄・1であっ717：め船脚かつ批ビ囎憾であ

鍵盤灘1撫1慧．鱗ll響1琴灘欝

1欝羅灘ll三鐸郵難ll饗1灘1
（入吋）まで位の屈折鏡や、五＋セ・チ（二＋ボー岬長岡博士銘備の中に交りて居つ
吋）まで位の反射鏡に毎年二つや三つの守り　t：。暗室た訪れ！た人々の杢部が感謝して露つ

物蹄もt”，、5のであろから、器開手r一入れて行く・・）・5，・R7；9FY・引明足し’t・・特に暗

るこミに決して難事でば無い。要1工唯だ金な　室で色々観明しfこ来田君に全く喜んで居つ

撫こも＿＿獅のき、七入千圓・）9r・・ema・醐君・細君等の翻も來會

金灘鎌瀬一つの天襟建て翠雲毛糠鷺翻騨鵬鍬
るずこめに全國の會員から一般的の寄附金なチ　十人が會場で茶話會為して職上しナこのに七時

ヨビチヨビ集めてみる様なごtでit駄HS思　過ぎであっt：〇十四日午後よりの來會者三百

itれる。それで各地の會員たちも支部幹事7二　名・十五日に・百五十名であっ71。

Sも、奪く考へ直して、思ひ切って大きな事　○岡山支部十一月臥像

た考へて頂き才こいoE同時に、金額1工可なり　一、天文肇設置委員會　一日午後ご時から支

豊定まつ塵ものな地方々々の富豪に依頼する　　部で単彩、諸種の打合ぜなしナこ。

ミか》何ミか、適當t：考へて頂きすごk’。器械二、森本幹事の來訪美作支部幹事森本氏三

購入の世話ば本會本ZZI：於いて引受けろ。　　　　日に來訪され、天丈塵に關する打合ぜなし

　京都、東京、二二あ六リにに官立の天文聖　　　六〇

があるのだから・他の地方のやうに差し二つ　三、天声親掛會　五日鈴木武正氏宅、二十七

て民間の天文純な急に丁霊する必要に無いや　　日岡山縣師範學校で開催しノこ。

う．に一子匡考へられる。．しかし・京都帝國大　四、天界研究會十四日宮原幹事宅で野馳。

學天文墓に於けろ最近の経験によるピ、天文　五、天黒帯講演會並［：av測會

豪の公開日にば無慮五六百人の熱心家が集ま　　1、二十一日高松軒學嫁で開催、下の講演
って來て・天文豪員を大狼狽さぜてるちので　　　後、若干の天鐙た観望しナこ。

あるから・大都會に一ケ所の・しかし不自由　　　　十一月の恒星天　　　水野　千里氏

訟官立天文蔓があろだけでほ・や艮り・不充　　　2、二十九日倉敷小學校で、同地の名望家

分である。散に急うUこ大都會でも亦　同好　　　原澄治氏の斡旋によって開催され、同地

會Sしくの天面訴が建てられるPうに切望す　　　知識階級の來會制約刑名あり。下記講演

る。盛んP大阪のやうな東洋一の大都でlt。　　　後、夜分若干の天引々観望し・水野幹事

O札幌で天文爲眞展覧會の報告　　　　1エ星座［二ついて實地φ講話たけこ。

　十一月十四月及一卜五日獅子座の流星群のあ　　　　天文學の使命　　　　宮・原　節民

る此のWt　H北海道支部で（il札幌市渥友グラブ　　　　プvアデス（昴宿）　本野　千里氏

身上にて展萱會た開催す。爲眞の数1工二百黒占．　　　太陽系の生れる迄　　奥田　毅氏

其他圖示dしもの約二十枚であった。自根君　　　　　小さな宇宙ε時間　　大河原嘉徳氏


